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時間 伸ばしたい能力 主な学習活動 具体的な評価規準
???
・身の回りの機器を制御し
ているものについて調べ
ようとすること【態度】
・計測・制御システムの基
本的な構成であるセン
サ、アクチュエータ、イ
ンタフェースの役割につ
いての知識【知識】
・コンピュータが身の回りの機器を制御し
ている例を調べる。
・計測・制御システムの基本的な構成（セン
サ、アクチュエータ、インタフェース）に
ついて調べる。
【関】身の回りの機器を制御しているも
のについて調べようとしている（観察）
【知】計測・制御システムの基本的な構
成であるセンサ、アクチュエータ、イ
ンタフェースの役割について理解して
いる。（ワークシート）
?????
・プログラムによる情報処
理の手順についての知識
【知識】
・目的や条件に応じた情報
処理の手順の工夫【工夫】
・設計に基づき動くプログ
ラムを作成すること【技
能】
・フローチャートの役割や書き方を知り、
走行型ロボットを動かすための情報処理
の手順を知る。
・走行型ロボットを動かすためのプログラ
ム（順次、反復、分岐）を作成する。
・RGBフルカラーLED照明器具（２年次に
製作したもの）を制御するためのプログ
ラム（順次、反復、分岐）を作成する。
・目的や条件に合うプログラムを作成し、
RGBフルカラーLED照明器具を制御す
る。
【知】プログラムによる情報処理の手順
について理解している（ワークシート）
【工】目的や条件に応じた情報処理の手
順の工夫をしている。（ワークシート）
【技】設計に基づき目的や条件に応じた
プログラムを作成することができる。
（観察）
?????
・身の回りの機器に使われ
ているセンサについて調
べようとすること【態度】
・身の回りの機器の使われ
ているセンサの役割や利
用方法についての知識
【知識】
・身の回りの機器に使われているセンサや
防犯について調べる。
・身の回りの機器に使われているセンサの
役割と利用方法を知る。
・家庭生活における家の防犯について調べ
る。
タッチセンサ、光センサ、音センサ
温度センサ、距離センサ、力センサ
角度センサ、赤外線センサ
【関】身の回りの機器に使われているセ
ンサや家庭生活における家の防犯につ
いて調べようとしている。（観察）
【知】身の回りの機器の使われているセ
ンサの役割や利用方法について理解し
ている。（ワークシート）
???・家の防犯という視点から
課題を見つけ、その課題
を解決するための技術の
工夫【工夫】
・プログラムによる計測・制御システムを
利用して、センサを活用したホームセ
キュリティシステムの構想をする。
【工】家を侵入者から守るという防犯、
安全の視点から課題を見つけ、その課
題を解決するための技術を工夫してい
る。（観察・ワークシート）
???
11?
・設計に基づき動くプログ
ラムを作成すること【技
能】
・目的や条件に応じた情報
処理の手順の工夫【工夫】
・自分が構想した目的や条件に合うプログ
ラムを作成し、センサを利用して窓から
の侵入を未然に防ぐホームセキュリティ
システムを創造する。
【技】設計に基づき目的や条件に応じた
プログラムを作成することができる。
（観察）
【工】目的や条件に応じた情報処理の手
順の工夫をしている。（観察・ワーク
シート）
?
12?
・情報に関する技術の生活
上の課題を取り上げ、そ
の課題を解決するための
技術の工夫【工夫】
・情報に関する技術が社会に果たしている
役割と影響について理解させ、適切に評
価し活用する能力と態度を育成する。
【工】情報に関する技術の生活上の課題
を取り上げ、その課題を解決するため
の技術の工夫をしている。（観察・ワー
クシート）
の科学技術に興味がありますか。
　２．コンピュータのプログラムに興味がありますか。
　３．生活で使っている機器に組み込まれているセン
サに興味がありますか。
②　科学技術と安全・・４件法（４：たいへんそう思う、
３：そう思う、２：そう思わない、１：まったくそう思わ
ない）
　４．科学技術は、社会や生活の安全・安心を確保す
るために重要だと思いますか。
　５．安全な社会をつくり、安心して生活できるよう
にするには、エネルギーや食品などの科学技術
に関する知識が必要だと思いますか。
　６．センサや自動化に関する科学技術は防犯対策に
有効だと思いますか。
　７．近所付きあいなど人とのつながりは防犯対策に
大切だと思いますか。
　８．コンピュータによる計測・制御に関する科学技
術の発展により社会や生活の安全性は高まった
と思いますか。
　９．科学技術の発展に伴い、社会の安全性に不安を
感じますか。
③　理科や技術の授業は科学技術を理解するのに役立
つ・・４件法（４：たいへんそう思う、３：そう思う、
２：そう思わない、１：まったくそう思わない）
　10．学校での理科や技術の授業は、科学技術に対す
る知識を得て、理解を深めるのに役立っている
と思いますか。
　分析の結果、「２．コンピュータのプログラムに興味
がありますか。」の項目で男子と女子の差は５％水準で
有意であった。また、科学技術と安全・安心に関する
回答は総じて高く、防犯対策には人のつながりが大切
だと考えている。また、「５．安全な社会をつくり、安
心して生活できるようにするには、エネルギーや食品
などの科学技術に関する知識が必要だと思いますか。」
の項目で、男子と女子では５％水準で有意差があり、
女子は科学技術に関する知識の必要性に気づいてい
る。
　さらに、科学技術の発展と良い面・悪い面について
「科学技術の発展には、良い面と悪い面があると言わ
れていますが、あなたはそのどちらが多いと思います
か。あなたの考えを書いて下さい。」として回答を求め、
生徒の記述を「３：良い面が多い、２：どちらともい
えない、１：悪い面が多い」に分類した。その結果を
図11に示す。その結果、男子と女子の差は５％水準で
有意であり、科学技術の良い面を感じている。
５　まとめ
　本研究では、これまで中学校の技術教育では実践の
報告がほとんどないホームセキュリティシステムの構
築に関する授業を実践した。その結果、12時間の授業
計画で基礎とそれを活用した授業が可能であることが
わかった。
　また、授業実践と、授業終了後に実施したアンケー
ト結果から、生徒は科学技術の重要性や科学技術に関
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図７　窓からの不審者侵入を防ぐ構想例
図８　窓モデルへのセンサの取り付け
する知識の必要性を認識していることがわかった。知
識の必要性については男子に比べ、女子の方がより科
学技術に関する知識の必要性に気づいている。一方、
自動化やプログラム、センサなど技術そのものへの興
味は男子の方が高く、特にプログラムについては男子
と女子で有意な差が見られた。
　今後、授業実践を重ね、防犯を題材にした授業の有
効性を検証していく必要がある。
　本研究は、平成25年度科学研究費補助金・基盤研究
（Ｃ）（課題番号22500843）、並びに、平成25年度教育
実践共同研究支援経費の助成を受けて実施しました。
関係の皆様に心より謝意を表します。
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図９　プログラムの作成例
図11　科学技術の良い面と悪い面
図10　科学技術への興味や安全・安心・防犯
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